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創造・参加・実践
●発行責任者/禅野　康●編集責任者/中島健太西日本旅客　道労働組合  大阪地方本部　〒543-0055 大阪市天王寺区悲田院町10-67

TEL（NTT）06-6773-3192（JR）074-3191～3
FAX（NTT）06-6773-3194 （JR）074-3194

JR西労組LINEの登録を
よろしくお願い致します。

JR西労組HP
（http://www.jrw-union.gr.jp）

「友だち追加」から
「ＩＤ検索」または
「ＱＲコード」で登録！ 新規登録受付中

JR西労組

@dzc0159s

ログインID：社員番号  パスワード：生年月日（例：19800999）
QRコードを読み取ると

JR西労組組合員専用ログインページに移ります。

オンライン研修システムを活用しよう!!
現在、新型コロナウイルスの影響により、組合員の生活環境などの変容が求められている中で、JR西労組
HPにてFPコンサルティングの「オンライン研修システム」を導入しており、各種共済の利点を広く発信す
る取り組みを行っています。JR西労組組合員でJR西日本に勤務しているからこそ利

用できるライフプラン制度について、講師が分かりやすく説明していま
すので一度ご覧ください。また、総合生活サポートガイドブックも閲覧
できる等、非常に便利なシステムです。是非アクセスしてみてください。

地本執行委員会を代表して
挨拶をする禅野委員長

来賓の挨拶を行う
中央本部羽野書記長

総括答弁をする川原書記長

議長に選出された古川委員

委員会宣言（案）を読み上げる
李澤青年女性委員長

規模を縮小しながらも、フォトモザイク掲出し盛り上げた

　

秋庭委員

村上委員

中村委員

松波委員

田中委員

村山委員

髙橋委員

　

大
阪
地
方
本
部
は
、
3
月
4
日（
金
）T
K
P
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
大
阪
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

に
於
い
て
、
大
阪
地
方
本
部
第
27
回
地
本
委
員
会
を
、
40
名
の
地
本
委
員
の
出
席
に
よ
り
開
催

し
た
。
中
央
本
部
か
ら
羽
野
書
記
長
、
川
原
業
務
部
長
、
石
田
原
組
織
・
政
治
・
福
祉
対
策
部

長
、
筆
野
組
織
・
業
務
部
次
長
、大
場
組
織
・
業
務
部
次
長
が
来
賓
と
し
て
出
席
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
第
6
波
の
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
発
出
さ
れ
て
い
る
中
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
各
委
員
の
座
席
間
隔
を
広
く
し
、
換
気
時
間
を
多
く
設
け
、
十
分
に
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
や
検
温
を
行
う
な
ど
の
感
染
症
防
止
対
策
を
実
施
し
開
催
し
た
。

　

委
員
会
は
、
福
知
山
線
列
車

事
故
を
は
じ
め
、
全
て
の
鉄
道

事
故
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
込
め
参

加
者
全
員
で
黙
と
う
を
行
い
、

寺
井
副
執
行
委
員
長
の
開
会
の

挨
拶
で
始
ま
っ
た
。

　

議
長
に
奈
良
支
部
奈
良
車
掌

区
分
会
の
古
川
委
員
を
選
出

し
、
主
催
者
を
代
表
し
て
禅
野

執
行
委
員
長
が
挨
拶
に
立
ち
、

「
●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対

応
に
つ
い
て
●
安
全
確
立
に
つ
い

て
●
２
０
２
２
春
季
生
活
闘
争

に
つ
い
て
●
組
織
に
つ
い
て
●
政

策
・
政
治
課
題
に
つ
い
て
」述
べ

た
。

（
挨
拶
要
旨
は
裏
面
掲
載
）

　

続
い
て
、来
賓
の
中
央
本
部
羽

野
書
記
長
か
ら
は
、「
●
安
全
に

つ
い
て
●
春
闘
に
つい
て
●
組
織

改
正・業
務
変
革・働
き
方
改
革

に
つい
て
●
政
策・政
治
の
課
題
に

つい
て
」の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、白
井
副
執
行
委
員
長

が
経
過
報
告
を
行
っ
た
後
、川
原

書
記
長
か
ら
活
動
方
針
に
つ
い

て
提
案
が
あ
り
、全
体
質
疑
に

移
っ
た
。

　

質
疑
で
は
、
7
名
の
委
員
が

16
項
目
に
つ
い
て
発
言
し
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
続

き
、
各
級
機
関
に
お
け
る
様
々

な
組
合
行
事
が
中
止
や
延
期
に

な
る
中
に
お
い
て
、個
々
の
委
員

か
ら
は
、生
活
と
雇
用
を
守
る
こ

と
は
最
優
先
課
題
の
も
と
、離

職
に
歯
止
め
を
か
け
、人
へ
の
投

資
、
賃
金
の
底
上
げ
の
た
め
に

も
春
闘
勝
利
に
向
け
た
熱
い
想

い
の
発
言
が
多
く
な
さ
れ
た
。

　

討
議
の
後
、
川
原
書
記
長
か

ら
総
括
答
弁（
裏
面
要
旨
掲
載
）

が
行
わ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
議
案
や

ス
ロ
ー
ガ
ン
案
が
満
場
一
致
で
採

択
さ
れ
た
。

　

委
員
会
終
了
後
、２
０
２
２
春

季
生
活
闘
争
総
決
起
集
会
が
開

催
さ
れ
、
最

後
は
２
０
２

２
春
闘
勝
利

に
向
け
た
禅

野
執
行
委
員

長
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
締

め
く
く
っ
た
。

村
山
委
員（
北
大
阪
支
部
）

◆
安
全
に
つ
い
て
◆
組
織
改
正

　
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

◆
春
闘
に
つ
い
て

髙
橋
委
員（
天
王
寺
支
部
）

◆
安
全
に
つ
い
て

◆
組
織
に
つ
い
て

◆
コ
ロ
ナ
禍
に
つ
い
て

◆
春
闘
に
つ
い
て

松
波
委
員（
大
阪
支
部
）

◆
安
全
の
確
立
、ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

　

ラ
ー
非
懲
戒
の
取
扱
い
変
更

　

に
つ
い
て

◆
２
０
２
２
春
闘
に
つ
い
て

◆
小
学
校
休
業
等
対
応
助
成
金

　
の
制
度
活
用
に
つ
い
て

田
中
委
員（
奈
良
支
部
）

◆
政
治
への
取
り
組
み
に
つ
い
て

◆
春
闘
に
向
け
て

秋
庭
委
員

（
京
橋
電
車
区
分
会
）

◆
扶
養
手
当
の
申
請
に
つ
い
て

村
上
委
員（
工
務
分
会
）

◆
組
織
改
正
に
つ
い
て

◆
工
務
関
係
休
養
室
の
改
善
に

つ
い
て

中
村
委
員

（
か
め
や
ま
運

転
区
分
会
）

◆
ロ
ー
カ
ル
線

　

に
つ
い
て

昨年同様に規模を縮小しての開催昨年同様に規模を縮小しての開催昨年同様に規模を縮小しての開催昨年同様に規模を縮小しての開催
厳
し
い
時
こ
そ
仲
間
に
寄
り
添
い

　

対
話
を
大
切
に
、き
め
細
や
か
な
対
応
で

　
　
　
　
　
　
　 

J
R
西
労
組
の
存
在
感
を
！

第２7回地本委員会第２7回地本委員会第２7回地本委員会第２7回地本委員会

未
来
を
見
据
え
て
今
出
来
る
事
を
着
実
に

未
来
を
見
据
え
て
今
出
来
る
事
を
着
実
に

全
体
質
疑
で
の
発
言
項
目


